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地域をつなぐ橋



相模川や金目川などが流れる平塚市。北西部には小田原厚木道路が通り、大小さまざまな橋が川や道路に架かっています。

今回は市内の橋と、その歴史を紹介します。




　鈴川に架かる新白髭（しんしらひげ）橋①は、岡崎地区で古くから祀（まつ）られていた白髭神社に由来している。白髭神社は明治42年に岡崎神社に合祀されたが、白髭神社があった岡崎地区では、今なお、白髭の名前と歴史が橋に刻まれている。平成11年完成。橋長47.7メートル。
（橋の位置図は特集コーナー）






[image: 橋の歴史を振り返る]



頑丈な橋が無かった江戸時代。人や物が渡し船で大きな川を行き来していた。相模川の河川敷には20人程度が乗れる小船、馬を乗せる馬船、荷物を運ぶ大型の平田船が常備されていた。その後、技術の発展により、大きな川にも橋が架けられた。

　地域をつなぐ架け橋として、暮らしを支える橋の歴史を巡る。



[image: 湘南銀河大橋]

　県道44号が相模川を渡る湘南銀河大橋②。橋をケーブルで吊り上げる斜張橋は市内では唯一。平成10年に完成。橋長520.3メートル。




平塚の橋


　市が管理する橋は200本以上ある。昔からある橋も架け替えなどを経て、現代に姿を残している。（橋の位置図は後述）




河川改修の名残の橋

　鈴川に架かり、入野と御殿を結ぶ色氏（いろうじ）橋③。
　中原下宿にある地名、入領地（いろうじ）が変化したと考えられている。入領地は隣接する入野へ入り込んだことから名づけられた。

　江戸時代は、川を境にして村が分かれていて、鈴川は現在よりも曲がりくねっていた。河川改修で鈴川の流れる場所が変わったことで、村が入り混じった。

　また、村が所有している土地の「入会地」が転化して名付けられたとも考えられている。昭和58年に完成。橋長51.6メートル。


[image: 色氏（いろうじ）橋]




一番長い橋

　岡崎にある岡崎架道橋④。小田原厚木道路の上に架かる。橋長272.2メートルで市が管理する橋で最も長い。平成12年に完成。


[image: 座禅川橋⑥]





徳川家康ゆかりの橋

　豊田打間木と西真土を結ぶ鷹匠（たかじょう）橋⑤。

　渋田川に架かる。徳川家康が中原に鷹狩りに行く際に、鷹の世話をする鷹匠が川を渡るために、仮橋を架けたことから名が付いたと言われる。昭和50年に完成。橋長62.7メートル。


[image: 鷹匠（たかじょう）橋]





一番新しい橋

　土屋にある座禅川橋⑥。

　市が管理する橋の中で、最も新しい橋。座禅川は昔、川の上流で、修行僧が座禅を組んでいたと言われている。平成26年に完成。橋長17.7メートル。


[image: 座禅川橋⑥]






日の出の橋

　徳延・纒（まとい）と南原を結ぶ東雲（しののめ）橋⑦。

　旭地区の東側にあり、金目川に架かる橋。東雲とは夜明けの空を意味する。旭地区の住民が市中心部へ出るために使われた橋は、日の出の方向にある。平成19年に完成。橋長68.3メートル


[image: 東雲（しののめ）橋]






木でできた橋

　南金目にある前河原橋⑧。金目川が流れていた場所はかつて上河原や中河原、大黒河原などの小字が付けられていた。前河原は小字ではないが、橋の名称として住民に親しまれている。

　コンクリート橋や鋼橋が多い現代では珍しい木橋として地元の人に親しまれている。平成19年に完成。橋長56メートル。


[image: 前河原橋]







かながわの橋　100選


　平成3年に「橋」をテーマとした「かながわの橋100選」が選定されました。

　平塚市では4本が選定されています。





トラスコ湘南大橋 ⑨

　国道134号の相模川河口に架かる橋。県内有数の長さで、橋長698メートルある。昔の相模川は物資の重要な流通路で、その河口には須賀湊（みなと）があり、舟運や海運で大いににぎわっていた。昭和11年に須賀と対岸の茅ケ崎市柳島を結ぶ旧湘南大橋が架けられた。橋長661メートルで当時は県内最長だった。しかし、大動脈として酷使されて劣化が進んだため、昭和61年に現在の新橋に架け替えられた。


[image: トラスコ湘南大橋]




馬入橋 ⑩

　国道1号が相模川を渡る橋。相模川は下流の馬入地域では馬入川と呼ばれ、昔は渡船場があった。馬入の名は、源頼朝が橋の渡り初めに招かれた時に馬から振り落とされ、川に落ちたという伝説に由来している。1代目は明治11年に木橋が架けられた。現在は4代目で昭和55年に完成。橋長は563メートル。


[image: 馬入橋 ⑩]




下花水橋 ⑪

　金目川に架かるシンプルな作りの桁橋。橋長121メートルで、平成元年に完成した。

　下花水橋は古い木橋を架け替えたもので、木橋をイメージした欄干などを設置している。かつて、源頼朝が金目川下流にあった桜を見に来たが、花を見ずに帰ったという伝説から、花水川と呼ばれた。


[image: 下花水橋 ⑪]




花水川橋 ⑫

　国道134号が金目川を渡る橋で、鉄筋コンクリートの桁橋。橋長は120メートル、昭和9年に完成した。平成27年には拡幅工事で海側に新たに橋が架かった。


[image: 花水川橋 ⑫]





紹介した橋の位置図

[image: 紹介した橋の位置図]



架け替えから修繕へ


　市内の橋は昭和40～50年代の高度経済成長期に集中して整備されました。今後、建設から50年を経過する橋の割合が急速に増加し、老朽化で架け替えの費用が増大することが予想されます。

　橋りょうの維持管理費を抑え、計画的に維持補修するために市では平成25年に橋りょうの長寿命化修繕計画を策定しました。

　計画策定後の100年間で事業費を算出したところ、橋の架け替えをすると約151億円の経費がかかるのに対して、修繕すると約98億円になります。修繕で35パーセントのコスト縮減効果があります。

　道路整備課の中尾武史主管は「耐用年数は、コンクリート橋は75年、鋼橋は60年です。修繕することで寿命を延ばし、維持管理の費用を抑えられます」と話します。

　修繕の対象は、市が管理する橋長15メートル以上の橋で46本あります。点検をして、状態の悪い橋や交通量の多い橋などを優先して着工します。

　小田原厚木道路の上に架かる城所架道橋は、1月から補修工事を進めています。工事ではひび割れを埋めたり、コンクリートの表面が剥がれ落ちないようにするための塗装をしたりしています。

　「橋を修繕することで、長く利用できます。それと同時に、通行の妨げになっていた、大がかりな工事を減らします」と中尾主管は説明します。

問：道路整備課　電話：0463-21-9845



[image: 塗装作業]

表面が剥がれ落ちないための塗装作業





応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、4月20日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市営住宅運営審議会の委員


　任期は7月1日から2年間。次の条件を全て満たす方1人（選考）①市内に1年以上在住で、公営住宅に入居していない②7月1日現在、高校生を除く18～75歳③平日に年2回程度開く会議に出席できる④過去に同審議会の委員の経験がない⑤市の他の付属機関などの委員でない、など。

募：本館6階の建築住宅課　電話：0463-21-8784や市ウェブ、公民館などにある申込書を、4月17日（金）～5月18日（月）に、本人が直接、同課へ。




ゴーヤ苗を配ります


　涼しい葉陰をつくる「みどりのカーテン」を設置しませんか。

　市内在住で、「みどりのカーテン」を家庭に設置し、終了後にアンケートに回答していただける方。300株（先着順）。1世帯5株まで。

募：必要事項を、はがき・ファクス・メールで、4月21日（火）午前8時30分から、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。




みどりのカーテンコンテストの写真


　4月以降に設置されたツル性植物のみどりのカーテンの写真。市内の①個人の住宅②幼稚園・保育園・小学校などの教育機関の建物③事業所・公民館・自治会館などの団体の建物にある「みどりのカーテン」全体の写真を含むL版3～5枚。育成・収穫など、人が写っている写真も応募できます。募：本館5階の環境政策課　電話：0463-21-9762や市ウェブ、公民館にある応募用紙に、A4用紙に貼った写真（裏に住所・氏名）を添えて、郵送または直接、9月18日（金）までに、同課へ。



みんなのまち情報宅配便


　市の職員が市民グループや地域の団体へ出向きます。事業や施策を説明し、意見を交換して、市民と行政の協働によるまちづくりを目指します。市ウェブや公民館などにあるパンフレットでメニューをご確認ください。

　メニューにない事業や、パブリックコメントを募集している案件を希望する場合は、ご相談ください。

　市民で構成する10人以上のグループ・各種活動団体。希望日の午前9時～午後9時の間の2時間以内（年末年始を除く）。会場はグループで用意してください。

募：市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、希望日の2週間前までに、本館7階の協働推進課　電話：0463-21-9618　FAX：21-9756　メール：kyodo@へ。




森の新緑祭


　竹の食器や、うどんを作ったり、サツマイモの苗を植えたりします。

　5月16日（土）午前9時45分～午後2時。雨天の場合は17日（日）に延期。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生と保護者30人（抽選）。500円、小学生は200円。

募：電話で、4月17日（金）～29日（祝）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。




やすらぎ回廊ハイク　平塚のバラの名所をまち歩き


　総合公園や旧横浜ゴム平塚製造所記念館など、市内のバラの名所を巡ります。

　5月20日（水）午前8時45分～正午。雨天の場合は21日（木）に延期。東横イン湘南平塚駅北口Ⅰ（明石町1-1）前集合。30人（抽選）。飲み物。募：必要事項・年齢を、電話・ファクス・メールで、4月17日（金）～5月12日（火）に、商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125　メール：shokan@へ。




美術館ワークショップ


　抽選。

①バックヤードツアー　普段は見られない展示準備室など美術館の裏側を案内します。

　5月9日（土）午後1時～2時。小学生以上の方20人。

②ミニびょうぶ作り　表装の歴史や技法を学んで、実際にミニびょうぶを作ってみませんか。

　5月16日～30日の土曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。高校生以上の方16人。2000円。

募：講座名・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、①は4月23日（木）②は30日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：artmuse@へ。メールは件名を「ワークショップ応募」に。


[image: 美術館ワークショップ]

美術館の舞台裏を覗いてみませんか



バラを楽しむ講座


　四季を通したバラの管理方法や魅力を、講義と実習で学びます。

　5月24日～12月13日の日曜日、全4回、午前10時～正午。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。30人（先着順）。剪定（せんてい）ばさみ・皮手袋（なければ軍手）・筆記用具。1000円。

募：旧横浜ゴム平塚製造所記念館　電話：0463-35-7114や同館ウェブにある申込書に参加費を添えて、直接、同館へ。





地球温暖化の出前講座


　地域の集まりや学校などに講師を派遣して、地球温暖化について分かりやすく教えます。詳しい講座内容などは本館5階の環境政策課や公民館などにあるメニューや市ウェブでご確認ください。

　年10回まで。5月1日（金）～平成28年3月31日（木）。市内在住・在勤・在学の10人以上で構成する団体。

募：環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールで、開催希望日の1カ月前までに、同課へ。




シロギス沖釣り大会


　海釣りの醍醐味（だいごみ）を味わいませんか。

　5月30日（土）午前7時30分～午後1時。受け付けは午前6時～7時。荒天の場合は6月13日（土）に延期。平塚沖。高校生以上の方240人（先着順）。釣り竿・針・おもり・えさなど（道具はレンタルもできます）。6000円。

募：電話または直接、千石河岸57-13浅八丸　電話：0463-21-0904・千石河岸30-18豊漁丸　電話：0463-22-5956・千石河岸57-16庄治郎丸　電話：0463-21-1312・千石河岸57-17庄三郎丸　電話：0463-21-1012へ。

[image: 動画を見る]




わんぱく探検隊


　子どもの自立や団結を体験できるプログラムをします。

　6月14日（日）、7月12日（日）、8月8日（土）・9日（日）、8月30日（日）、全4回。8月8日・9日はキャンプをします。5月24日（日）午前10時～11時30分に青少年会館で保護者説明会をします。平塚市・大磯町・二宮町に在住で全日程に参加できる小学校4～6年生100人（先着順）。3000円。

募：子どもの必要事項・性別・学校名・学年・保護者の氏名を、はがきで、〒254-0812松風町2-10平塚商工会議所の平塚青年会議所わんぱく探検隊実行委員会　電話：0463-21-6474へ。




テクノフェアの出展者


　産学公のつながりを強めて、地域産業の振興を目指すフェアです。製品や技術をPRして、販路拡大やビジネスチャンスの創出をしませんか。

　10月22日（木）～24日（土）、午前10時～午後5時（24日は午後4時まで）。ひらつかサン・ライフアリーナ。　詳しくは同フェアのウェブをご覧ください。

問：平塚商工会議所工業支援課　電話：0463-22-2512






[image: パブリックコメントをご存知ですか]

　パブリックコメント手続き制度では、まちづくりに関する重要な政策を制定するときなどに、事前に案を公表して市民の皆さんから意見を募ります。




ご意見を募集します

　市次世代育成支援行動計画の進行状況へご意見をお寄せください。案の内容は4月22日（水）～5月21日（木）に、市ウェブや公民館、市民活動センターなどでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、4月22日～5月21日に、本館7階の保育課　電話：0463-21-9842 FAX：0120-704589　メール：hoikuka@へ。





これからの実施予定

　実施時期は未定です。事業計画案の進み具合によっては年度内に実施されない場合もあります。案件などの詳しい内容は、各担当課にお問い合わせください。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760


[image: これからの実施予定]











お知らせ


市地域防災計画を改訂


　土砂災害警戒区域の指定や火山災害による降灰対策などを反映しました。

　計画は、市ウェブや図書館などでご覧いただけます。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




市民センターホールの利用を停止


　平成26年度に実施した市民センターの耐震診断の結果、平成27年4月1日からホールの利用を停止しています。利用再開に向けて、改修を検討します。会議室や文化サロン、木谷實（みのる）・星のプラザは利用できます。

問：文化・交流課　電話：0463-32-2235






市民活動などの報告会


　市民活動センター。

市民活動ファンドの活動報告会　地域福祉や子育て支援などに取り組んだ8つの市民活動団体が発表します。4月25日（土）午後2時～5時。

協働事業の報告会　市民活動団体と市が協働で取り組んだ6つの事業を発表します。5月9日（土）午後2時～4時。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534






湘南平展望レストランがリニューアルオープン


　高麗山公園レストハウス（万田790）のレストランが、4月23日（木）午前11時に「湘南平展望レストランFlat（フラット）」としてリニューアルオープンします。湘南産の野菜や地魚を使ったカレーやハンバーガーなどを提供します。　午前11時～午後6時（11月～2月は午後5時まで）。定休日は水曜日と第3火曜日。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852






市民活動中のけがなどを補償します


　安心して市民活動ができるように、市が保険料を負担します。事前の登録や加入の手続きは必要ありません。

対象者　継続的・計画的な市民活動を行っている市民・団体（5人以上で自主的に構成し、市内に活動拠点がある）。

対象になる活動　①公益性があり、自由意志で継続的・計画的に行う無報酬の活動②市が主催する事業などで市民が無報酬で行う活動。

対象になる事故 　①賠償責任事故②傷害事故。　詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：協働推進課　電話：0463-21-9618






食品の放射性物質を簡易検査します


　食品中の放射性物質の簡易検査を無料でします。事前に予約が必要です。

　原則月曜日の午後。ひらつかエネルギーカフェ（代官町27-4）。平塚市・大磯町に在住の方。購入日または採取日・生産地が分かるスーパーマーケットなどで購入・家庭で栽培した食品など。1回1食品（1㌕以上）。飲料水は除く。

問：市民情報・相談課　電話：0463-20-5775






遺跡調査の世界を体感しませんか


　埋蔵文化財調査事務所（寺田縄43-1）では市内の遺跡から発掘された土器や石器などを展示しています。

　考古学の学芸員の解説を聞けるほか、土器などに触れられます。

　見学を希望する方は、お問い合わせください。

問：埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981


[image: 埋蔵文化財]

市内で出土した遺物をご覧ください




「ほっとメールひらつか」をご利用ください


　生活情報や緊急の情報を、あらかじめ登録した携帯電話やパソコンなどへ電子メールでお知らせします。通信料・インターネット接続費用は利用者の負担です。メールアドレスだけで登録できます。

　登録方法など詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：情報政策課　電話：0463-21-8792





軽自動車税の税率など


　平成27年度に予定していた軽自動車税の引き上げは、税制改正法案の成立により28年度へ延期します。

　また、27年度中に新規登録したエコカーは28年度の軽自動車税を軽減します。

　詳しくは市ウェブでご確認ください。

問：市民税課　内線：2267





児童用ヘルメットの購入費助成


　製品の安全を保障するSGマークが付いた新品の幼児・児童用自転車ヘルメットを購入すると、助成金が出ます。

　子ども1人につき1個1000円まで。平成28年1月31日（日）まで。市内在住で購入時に13歳未満の子どもの保護者。運転免許証などの身分証を示して、事業協力店・小学校・幼稚園などにある申請書を、直接、店に提出してください。

　事業協力店の一覧など詳しくは、まちづくり財団ウェブでご覧いただけます。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108





湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の新鮮な野菜や魚、名産品を販売するほか、ダンンベル体操などをします。

　4月19日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。




伊豆市ゴールデンウイーク限定優待キャンペーン


　友好都市・静岡県伊豆市の観光施設を優待価格で利用できます。

　ホテルワイナリーヒル縄文之御神湯（伊豆市下白岩1434）など全8施設。4月25日（土）～5月6日（休）。平塚市在住の方。運転免許証などの身分証明書。

　施設の詳細・割引価格などは、文化・交流課へお問い合わせください。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520





一店逸品運動の講演会


　4月22日（水）、午後2時30分～4時30分と午後7時30分～9時30分。平塚商工会議所（松風町2-10）。

問：平塚商工会議所商業支援課　電話：0463-22-2511





鈴川鯉（こい）のぼりまつり


　各家庭から寄付された、たくさんの鯉のぼりが鈴川の上を泳ぎます。

　5月3日（祝）～5日（祝）。鈴川（ 岡崎の舟橋～ 新大畑橋）。3日は午前10時から模擬店などをします。小雨決行。

問：鈴川鯉のぼりまつり実行委員会の堀内　電話：0463-58-1619





[image: 緑化まつりに行こう]



[image: 動画を見る]




　恒例の植木市・花市（次写真）をはじめ、総合公園の自然と触れ合う企画や園芸の講習会など、花と緑に関するイベントが盛りだくさんです。

　午前9時～午後5時。荒天中止。

園芸相談コーナー　25 日・26日、午前10時～午後3時。

ハンギングバスケット講習会　ペットボトルで作ります。25 日・26 日。午前10時～正午と午後1時～4 時。

ガーデニング講座　25日午前10時30分～11時30分。

野鳥観察ツアー　25日、午前10時30分～正午と午後1時30分～3時。

植木のせり市　26日正午～午後1時30分。バラの講習会　26日午前10時30分～11時10分。

樹木探検ツアー　26日、午前10時30分～11時30分と午後1時30分～2時30分。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852




[image: 植木市・花市]




関連イベント　八幡山の洋館　『ばらカフェと青空市』


　美しく咲いたバラを見ながら、ローズティーなどを味わいませんか。青空市では、平塚産の野菜や花苗、雑貨などを販売します。

　4月25日（土）・26日（日）、午前10時～午後4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。

　①ビーズストラップ教室　組みひもでビーズストラップを作ります。26日、午前10時30分と午後2時。各10人（先着順）。350円。

募：①は電話、または旧横浜ゴム平塚製造所記念館　電話：0463-35-7114 にある申込用紙をファクスまたは直接、同館へ。




[image: 八幡山の洋館]





健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市健康増進計画と市食育推進計画を策定


　平成27年から10年間を見据えました。

市健康増進計画（第2期）　生活習慣病の予防対策などを進めます。健康でいる期間を延ばすために、生活習慣病の重症化予防にも取り組みます。

第2次市食育推進計画　市の地域性や歴史を生かした食育を進めます。子どもから高齢者まで、全ての世代で取り組みます。

　いずれも市ウェブや公民館などでご覧いただけます。問：健康課　電話：0463-55-2111




臨時歯科衛生士を募集


　幼児の健診・相談などをします。

　歯科衛生士の資格があり、臨床経験が3年以上ある方、数人（選考）。保健センター。1日4～6時間で月12日以内。時給1270円。採用は5月以降です。

募：事前に電話連絡の上、市販の履歴書に資格証の写しを添えて、郵送または直接、5月8日（金）までに、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。





高齢者の障がい者控除対象者の認定基準を変更


　障がい者手帳などを持っていなくても、市県民税と所得税の障がい者控除が受けられる65歳以上の方の認定基準が変わります。

　「寝たきり高齢者」と「身体障がい者に準ずる方」を統一して、要介護1～5で、要介護認定の「障がい高齢者の日常生活自立度」がB1以上とします。「認知症高齢者」の基準は要介護認定の「認知症高齢者の日常生活自立度」がⅢ以上のままです。

　27年度に行う準確定申告・年末調整から該当します。詳しくはお問い合わせください。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9622




障がいがある方の軽自動車税の減免を見直し


　平成27年度から、軽自動車税の減免の対象となる障がいの範囲などを見直しました。減免には、6月1日（月）の納期限までに申請が必要です。

　詳しくは、市ウェブまたは5月初めに送付する納税通知書に同封するお知らせをご覧ください。

問：納税課　電話：0463-21-8769




くらしサポート相談を開始


　生活や仕事など日常のお困り事について、専門の相談員が状況に応じて相談・支援を始めました。

　月～金曜日、午前8時30分～午後5時。本館1階保健福祉総合相談窓口。電話または直接。事前の予約は不要です。

問：くらしサポート相談　電話：0463-21-8813




認知症サポーター養成講座


　知識や対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。講義終了後に、認知症サポーターの証しとして、オレンジリングを差し上げます。

　5月16日（土）午後2時～4時。福祉会館。市内在住・在勤の方50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センターゆりのき　電話：0463-33-2334へ。




福祉事業所の展示即売会


　4月16日（木）・17日（金）、午前9時～午後5時。本館1階多目的スペース。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



[image: 福祉事業所の展示即売会]

心を込めて作っています



健康教室


　保健センター。

①腹囲マイナス教室　5月30日～7月25日の土曜日、全6回、午前10時～11時30分。市内在住・在勤で医師から運動制限を受けていない方25人（選考・全ての日程に参加できる方を優先）。室内用運動靴・飲み物・タオル。運動できる服装でお越しください。1000円。

②肺の生活習慣病COPD（慢性閉塞性肺疾患）　希望者は肺年齢を測定します。

　5月28日（木）午後1時30分～3時。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具・健康手帳。

募：電話で、①は5月15日（金）までに、健康課　電話：0463-55-2111へ





健康推進員の養成講座


　健康づくりに必要な基礎知識を学んで活動しませんか。　6月～11月、全12回。保健センター。市内在住の方20人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。




健康ウオーキング


　平塚八景の霧降りの滝と松岩寺を歩きます。

　5月12 日（火）午前9時15分～午後0時30 分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50㌫以上の場合は13 日（水）に延期。13日も50パーセント以上の場合は中止。吉沢公民館（上吉沢395）集合・解散。約6キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111





[image: 子どもの健康5月]



　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　15日（金）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんの特徴と育児など　23日（土）午後1時30分～3時20分。





◆乳児の個別健康診査　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10ヵ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。






◆歯科健康診査（予約制）　13日（水）午後1時～2時30分。21日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。





◆育児相談　13日、20日、27日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）　赤ちゃんの病気と育児など。20日（水）午後1時30分～3時。5～6ヵ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

★12日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。

★16日（土）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児。歯みがきイヤイヤ克服編。





◆離乳食教室（予約制）　

離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6ヵ月児　27日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8ヵ月児　8日、29日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9ヵ月児～1歳6ヵ月児　22日（金）午前10 時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　離乳食の開始から卒業まで。24日（日）午前10時30分～正午。5カ月児～1歳6カ月児。






[image: こどもサポート看板]

　友好都市・岐阜県高山市を訪れませんか。今回は、現地で着物に着替えて散策します。

　5月28 日（木）・29 日（金）の1泊2日。28 日は平塚市を午前6時30分に出発。29 日は午後8時に帰着予定。最少催行人数20人。4～5人1室利用で2万5,000円。3人1室利用は1,500円、2人1室利用は3,000円、1人1室利用は4,000円の追加です。

募：電話で、4月28日（火）までの平日午前9時30分～午後5時30分に、JTBコーポレートセールス法人営業神奈川西支店（観光庁長官登録旅行業第1767号）　電話：0463-23-5439へ




[image: 高山市民ツアー]



情緒あふれる旅を満喫しましょう




子どもを地域で守ります


　こどもサポート看板（次写真）は、子どもたちが事件や事故に巻き込まれそうになったときに、安心して助けを求められる場所の目印です。現在、市内の約2,000カ所に設置しています。看板の設置に協力していただける方は、ご連絡ください。

問：社会教育課　電話：0463-35-8123


[image: こどもサポート看板]




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


DeNAベイスターズイースタン・リーグ公式戦


　①北海道日本ハムファイターズ戦。5月10日（日）午後1時試合開始②読売ジャイアンツ戦。19日（火）午後6時試合開始。

　当日券を試合開始2時間前から総合公園管理事務所で発売。大人1000円、小・中学生300円。市内の小学生はドリームパスポートを使って、無料で観戦できます。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



弓道初心者教室


　弓道の初歩から初段取得程度までの指導をします。

　5月9日～6月13日、全11回。Aコースは火・土曜日の午前10時～11時30分、Bコースは火曜日の午後7時～8時30分と土曜日の午後2時～3時30分。トッケイセキュリティ平塚総合体育館弓道場。市内在住の高校生以上の方、各20人（抽選）。5000円。

募：必要事項・年齢・生年月日・希望コース・経験の有無を、はがきで、4月27日（月）までに、〒254-0065南原2-8-17平塚市弓道協会の小塚　電話：0463-34-7653へ。



ボウリング教室


　日本プロボウリング協会認定のプロボウラーが初心者にあわせて指導します。

　5月7日～6月11日の木曜日、全6回。午前10時30分～午後0時30分。神奈中平塚ボウル（宝町10-4）。24人（先着順）。6480円。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、〒254-0034宝町10-4神奈中平塚ボウルの平塚市ボウリング協会の片岡　電話：0463-23-3786へ。




お知らせ掲示板



古布の手芸教室ちくちく展

　色とりどりの古布から作ったバックや洋服、細工小物などを展示します。

　4月24日（金）～28日（火）、午前11時～午後6時（28日は午後3時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

　問：古布の手芸教室ちくちくの加藤　電話：0463-33-7272





平塚写真連盟展

　会員の撮影した作品を展示します。

　4月28日（ 火）～5月4日（祝）、午前9時30分～午後4時50分。美術館。

　問：平塚写真連盟の近藤　電話：0463-31-8155





神奈川県華道展

　5月13日（水）～18日（月）、午前10時～午後5時。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。

　問：平塚華道協会の澁谷（しぶや） 　電話：0463-33-9268




利用方法

　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。サークルなどの会員や受講者の募集は対象外です。掲載対象は、市内で活動する個人または団体からのお知らせです。

　受け付け期間など詳しくはウェブをご覧ください。

募：本館4階の秘書広報課　電話：0463-21-876121-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。







[image: まちの話題写真リポート]



スポーツを楽しもう

　「えい！」大人たちの掛け声に合わせて、元気いっぱいに竹刀を振り下ろす男の子。3月29日に総合公園で開かれた、ひらつか市民スポーツフェスティバルの剣道体験教室の一コマです。

　ほかにもクライミング体験やサッカーなど、子どもから大人まで楽しめる多くのスポーツ教室が開かれました。

　講師は、元プロバドミントン選手の小椋（おぐら）久美子さんら豪華な面々が務め参加者と交流しました。



[image: スポーツを楽しもう1]
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新しい力に期待

　新採用職員の入庁式が4月1日、中央公民館でありました。

　市役所・消防署・市民病院の各職場に配属される職員90人が参加。緊張した面持ちで辞令を受け取っていました。
　新採用職員代表の猪俣晴香さんは「何事にも積極的に挑戦する姿勢で、まちづくりに貢献したい」と決意を語りました。

[image: 新しい力に期待]






災害の記憶

　春期特別展「天変地異　平塚周辺の自然災害」を5月10日まで市博物館で開催しています。

　平塚には、気象・火山・地震の各災害の経験や災害と戦ってきた先人の歴史があります。洪水被害を訴える江戸時代の古文書や、富士山の噴火による噴出物、関東大震災の被害を伝える写真などを紹介しています。


[image: 災害の記憶]　





大切な一票を

　統一地方選挙の県議会議員・県知事選挙の期日前投票所を4月11日まで市役所別館などに開設しました。投票日当日にレジャーや仕事で投票できない方が訪れていました。

　26日（日）には市議会議員・市長選挙の投票日を迎えます。期日前投票は20日（月）～25日（土）にできます。


[image: 大切な一票を]






アンの世界を再現

　中央公民館市民アカデミーの聴講生による演劇「赤毛のアン」が3月18日、旧横浜ゴム平塚製造所記念館でありました。

　定員を超える来場者で会場内には立ち見の方も。原作のファンという女性は「真剣な演技に胸を打たれました。会場の雰囲気がアンの物語に良く合っています」と話していました。


[image: アンの世界を再現]　





高山の美味を満喫

　第12回飛騨高山まつりが3月19 日～23日、市民プラザで開かれました。

　会場では友好都市・岐阜県高山市の名産品を販売。せんべいや漬物などを試食して買う方や、飲食スペースで高山ラーメンを食べる親子など、飛騨高山の美味を思い思いに楽しんでいました。


[image: 花巻の魅力がいっぱい]　








次回納期の市税・手数料



　納付は便利な口座振替をご利用ください。

　通帳・通帳印・手数料の通知書などをお持ちいただき、市内の郵便局・金融機関の窓口でお申し込みいただけます。

・清掃し尿従量手数料（第1期）

　納期最終日　4月30日（木）

問　循環型社会推進課　電話：0463-21-8796





がんばれ湘南ベルマーレ



前売り券

　自由席大人2,600円、小・中学生・高校生800 円、シニア1,900円など。チケットは、梅屋・コンビニなどで販売します。市内の小学生は、ドリームパスポートを使うと無料で観戦できます。

4月18日（土） 18：30VS G大阪 BMWス

4月29日（祝） 16：00VS 鳥栖 BMWス

5月6日（休） 17：00VS 神戸 BMWス







菊地俊介　MF2

　今季プロ2年目、さらなる飛躍を目指すボランチ。優れたポジショニングと攻撃を組み立てるビルドアップ能力を発揮し、落ち着いたプレーでチャンスを数多く演出する。「自分がチームを引っ張っていくという気持ちで、結果にこだわっ